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１．はじめに 

災害は突然発生するため，防災学習の効果は長期

間にわたって持続することが望ましいと考えられる

が，多くの既往研究において，防災学習効果には持続

性が見られず，学習後一定期間が経過すると低下し

てしまうことが課題となっている 1)2)等．対して，災

害に関する学習内容の長期的な定着が確認された既

往研究では，明確かつ情動刺激を伴うキーワードや

エピソードは長期的に記憶されやすいことが報告さ

れている 3)ため，災害時のリアルな実体験をストー

リーで聞き取る学習を実施すると，聞き取り内容が

長期的に記憶され，学習効果が長期的に持続する可

能性があると考えられる．本研究では，被災体験のエ

ピソードを時系列で詳細に聞き取る津波避難詳細イ

ンタビュー4)を用いた学習に参加した中学生を対象

に，学習後の長期的な学習効果の持続性の有無を明

らかにすることを目的とする． 

２．研究方法 

(1) 学習の概要 

本研究では，宮城県気仙沼市立鹿折中学校（以下，

鹿折中）で 2020 年度に実施された地域住民への災害

体験の聞き取り学習を対象に事例分析を行う．聞き

取りは，津波避難行動詳細インタビューを用いて，生

徒 10 名教員 1 名から成る班ごとに実施された．聞き

取り実践前には，筆者らによる聞き取り調査の手法

のレクチャー，同校教諭を語り手にした模擬練習が

行われ（2020 年 9 月），地域住民を各班 1 人ずつ招

き，被災体験に関する聞き取りを行った（2020 年 10

月）．聞き取り後は，記録用紙や聞き取りの録音を利

用して班ごとに語り手の発災時の行動の分析を行い，

聞き取り内容から教訓を抽出し，発表内容と形式を

議論した（2020 年 10 月~11 月）．調査結果は「防災

学習発表会」として，生徒の保護者を含む地域住民に

対して報告された（2020 年 12 月）． 

(2) 評価尺度と分析方法 

学習の効果を測定するために，災害を生きのびる

ために必要な力の災害時の生きる力 5)（以下，生きる

力）を評価尺度として用いた．生きる力は 8 個の力

と下位項目から成り，下位項目を 5 件法（5. 非常に

あてはまる～1. まったくあてはまらない）で問い，

その回答の合計値を力の得点として分析に用いる． 

本研究では，2020 年 12 月の学習直後に質問紙調

査を行い（以下，post テスト），学習後 9 か月後の

2021 年 9 月に同様の質問紙調査（以下，delay テス

ト）を行い，両テストの得点を比較して学習後の生き

る力の持続性を分析する．また，津波避難行動詳細イ

ンタビューによる生きる力への効果を分析するため

に，同時期に地域住民への聞き取りを行った宮城県

気仙沼市立階上中学校（以下，階上中）を対照群とし

て分析を行った．階上中は地域住民の東日本大震災

でのご経験について，自由な形式での聞き取り・聞き

取り内容の分析・発表を行っている．本分析では，

post・delay テストの両方へ参加した鹿折中 48 名，階

上中 56 名の生徒の回答を分析対象とした．
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表 1 検定によって算出された p 値（上段：テスト間の比較，下段：学校間の比較） 
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３．結果・考察 

まず，群内比較として，学校ごとの post・delay テ

ストでの生きる力の得点についてWilcoxon検定を行

った．表 1 上段の分析結果より，鹿折中の 6 つの力

と，階上中の 8 つ全ての力では各テストの得点間の

差が有意ではなく，鹿折中の D 信念を貫く力，E き

ちんと生活する力のみで得点の差が有意であった．

図 1 の分析対象データの箱ひげ図より，鹿折中の D

信念を貫く力，E きちんと生活する力は delay テスト

の方が低くなっていたことが分かった．今後は，鹿折

中で生きる力の低下が確認された項目について，そ

の原因を分析する必要がある．次に，群間比較とし

て，学校間の生きる力の得点に差異があるか，

Brunner-Munzel 検定を行った．表 1 下段の分析結果

より，両テストの全ての力で学校間の得点差は有意

でなく，学校の違いは生きる力に関係していないこ

とが分かった．よって，大部分の生きる力の得点は学

習後も変化せず，学習効果の低下は限定的であった

こと，学校間のインタビュー手法の違いによる学習

効果の持続性への影響は認められなかったため，被

災経験者から災害発生時のご経験をエピソードの形

で伺うインタビューを用いた災害に関する学習効果

は，9 ヶ月間おおむね持続され，学習内で行ったイン

タビュー調査やその結果分析手法が異なっていても

学習効果の持続性へは影響しないことが分かった． 
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図 1 生きる力得点の箱ひげ図 
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